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難消化性糖類摂取が ラ ッ ト 顎下腺におけ る
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 学位申請論文である「難消化性糖類摂取がラット顎下腺における immunoglobulin A 
と polymeric immunoglobulin receptor 発現に与える影響」は、ラットに先行研究に
おいて盲腸内容物中 immunoglobulin A（IgA）濃度を増加させることが報告されている、
フラクトオリゴ糖、ポリデキストロース、ラクチトールの 3種の難消化性糖類を摂取さ






飼料摂取開始から 21 日後に、顎下腺・盲腸内容物・血清および唾液を採取し、IgA 濃
度を ELISA 法にて測定した。顎下腺はパラフィン切片を作成し、anti-IgA 抗体で免疫
染色を行った。さらに、顎下腺組織 pIgR mRNA発現量をリアルタイム PCR法にて測定し
た。これらの方法は、マニュアルに従い適切に行われており、統計解析も問題がなかっ
た。 
結果として、盲腸内容物中 IgA濃度、顎下腺組織 IgA濃度、唾液中 IgA濃度および唾液
中 IgA分泌速度は、FOS群と PDX+ lactitol群においてコントロール群と比較して有意
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